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ま
ち
の
課
題
を
共
有
し
て
、

未
来
を
担
う
若
者
が
参
加
し
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

問　

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
平
均

年
齢
は
。

答 

政
策
部
長

　

平
均
年
齢
は
51
・
3
歳
で
、

10
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
の
各

年
代
層
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

問　

市
民
協
働
に
お
け
る
課

題
は
。

答 

市
民
環
境
部
長

　

市
民
活
動
へ
の
参
加
が
ま

だ
ま
だ
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
活
動
の
分
野
を
広
げ
る
必

要
が
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

市
民
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

大
し
な
が
ら
、
協
働
の
仕
組
み

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
ま
す
。

問　

若
者
が
参
加
し
た
く
な

る
市
民
協
働
と
は
。

答　

若
者
に
関
心
が
あ
る

テ
ー
マ
で
、
若
者
の
能
力
を
活

か
せ
て
、
思
い
が
実
現
で
き
る

活
躍
の
場
を
、
一
緒
に
創
っ
て

い
く
こ
と
が
必
用
で
す
。
今
後

も
よ
り
多
く
の
若
者
の
参
加
が

得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
、
呼
び

か
け
ま
す
。

問　

例
え
ば
「
若
者
の
仕
事

づ
く
り
と
、
ま
ち
の
資
産

活
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

今
津
運
動
公
園
隣
接
地
の

有
効
活
用
を
企
画
し
た
な

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
が
切
り
口

な
の
で
若
者
も
参
加
し
や

す
く
、
目
に
見
え
る
成
果

が
見
込
め
る
。
独
自
に
円

卓
会
議
を
開
催
し
た
。
一

か
ら
企
画
に
参
加
す
る

こ
と
を
市
民
は
望
ん
で
い

た
。
今
後
は
、
大
学
に
も

呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
広

が
り
も
あ
る
。
ま
ち
の
資

産
活
用
で
言
え
ば
、
風
車

村
の
活
性
化
問
題
な
ど
各

課
に
あ
る
が
、
現
況
は
。

答 

産
業
経
済
部
長

　

風
車
村
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
現
在
12
名
の
職
員
が
有
志

で
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

問　

市
は
ゴ
ミ
減
量
大
作
戦

を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ

を
市
民
協
働
で
広
げ
た
ら

良
い
成
果
が
上
が
る
の
で

は
。

答 

市
民
環
境
部
長

　

市
民
協
働
提
案
事
業
に
お
い

て
、
す
で
に
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

協
議
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
引
き
続
き
、
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

ま
ち
の
課
題
は
、
各
課

に
存
在
す
る
。
何
事
も
一

つ
の
課
で
は
片
づ
け
ら
れ

な
い
。
市
民
参
加
を
各
課

で
行
い
、
新
設
さ
れ
る
市

民
協
働
課
が
、
サ
ポ
ー
ト

に
回
る
方
が
有
効
で
は
。

各
課
の
縦
割
り
を
改
め
、

市
民
と
共
に
「
他
人
ご
と
」

か
ら
「
自
分
ご
と
」
へ
。

市
長
の
思
い
を
伺
う
。

答 

市
長

　

各
支
所
に
い
る
ま
ち
づ
く
り

担
当
に
は
、
現
場
に
出
向
き
、

市
民
と
話
し
合
い
、
課
題
の

解
決
等
に
当
た
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
。
市
民
協
働
の
担
当

部
署
だ
け
に
市
民
協
働
を
負
わ

す
こ
と
な
く
、「
自
助
・
共
助
」

の
精
神
で
助
け
合
い
、
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
本
庁
お
よ
び
支
所
の
防
災

問　

高
島
市
の
１
人
当
た

り
の
公
共
施
設
面
積
は

７
・
２
㎥
で
、
全
国
で
も

高
い
方
で
あ
り
、
大
津

市
の
約
２
・
３
倍
、
長
浜

市
の
約
１
・
４
倍
に
な
る
。

合
併
以
来
、「
公
共
施
設

見
直
し
方
針
」
を
策
定
し

縮
減
に
努
め
て
き
た
が
、

今
な
お
３
４
６
施
設
も
あ

る
。
さ
ら
な
る
縮
減
に
は

市
民
の
理
解
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
は
施
設
の
「
見

え
る
化
」
を
図
る
た
め
の

「
公
共
施
設
白
書
」
が
必

要
で
は
。

答 

政
策
部
長

　

市
の
人
口
１
人
当
た
り
の

公
共
施
設
延
床
面
積
は
、
県
内

で
最
も
高
い
数
値
と
な
っ
て
お

り
、
管
理
運
営
に
多
額
の
経
費

を
要
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
８
月

に
「
公
共
施
設
見
直
し
指
針
」

を
策
定
し
、
ま
た
、
平
成
21
年

３
月
に
は
改
訂
版
の
「
平
成
20

年
度
公
共
施
設
見
直
し
方
針
」

を
策
定
し
た
う
え
で
、
１
５
０

施
設
を
対
象
に
存
続
や
指
定
管

理
へ
の
移
行
、
転
用
、
廃
止
、

譲
渡
等
の
見
直
し
の
方
向
を
定

め
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、「
高
島
市
行
財
政
改

革
計
画
案
」
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
意
見
募
集

を
し
て
い
ま
す
。
推
進
内
容
に

「
公
の
施
設
の
見
直
し
」
を
位

置
づ
け
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
手
法
に
よ
る
施
設
の
維

持
管
理
経
費
の
軽
減
や
長
寿
命

化
、
類
似
の
公
共
施
設
の
統
廃

合
、
計
画
的
な
施
設
の
更
新
や

新
設
等
を
行
う
た
め
の
計
画
を

策
定
し
、
公
の
施
設
の
適
正
管

理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
公

共
施
設
白
書
の
作
成
に
つ
い
て

は
、
こ
の
計
画
の
中
に
白
書
の

内
容
を
含
め
る
こ
と
で
対
応
し

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
一
級
河
川
石
田
川
の
管
理

若者参加と市民協働の課題は？

市民間ネットワークを拡大し、
協働の仕組みを定着させることが必要

答
山内  陽子  議員

まちの
資産活

用

▲市の未来をみんなで考えよう！

早川  康生  議員

公
共
施
設
白
書
の
作
成
が

必
要
で
は
な
い
か
？

市
行
政
改
革
計
画
案
の
中
で
対
応
す
る

答

公共施設白
書

大津市・秦野市の公共施設白書

皆様の声を 高島市政に




